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Ⅰ 授業の目的 

  集団の中で発生した異状死亡の原因を解析理解することができるようになるために、社会における医と法の

多数の接点を理解し、すべての医療行為の責務を充分果たし得る態度を習得する。 

 

Ⅱ 到達目標 

  1. 死の概念について説明することができる。 

  2. 死体現象を列挙し、それから死後経過時間を推測することができる。 

  3. 損傷の性状を識別し、損傷を診断・分類することができる。 

  4. 損傷と死因との因果関係を説明することができる。 

  5. 突然死に陥る疾患を列記することができる。 

  6. 窒息を分類し、それらの特徴点を指摘することができる。 

  7. 性的犯罪の法律的な意義について説明できる。 

  8. 胎児からヒトへの法律的移行時期について述べることができる。 

  9. 嬰児、乳幼児の異状死の社会的問題について述べることができる。 

  10．焼死の概念について説明することができる。 

  11．各種薬毒物の中毒発現機構について説明できる。 

  12．アルコールの代謝について説明することができる。 

  13．個人識別の手段について説明できる。 

  14．赤血球抗原型各血液型の法医学および臨床医学における意義について説明できる。 

  15．赤血球抗原型各血液型の抗原構造および生合成について述べることができる。 

  16．赤血球凝集法による血液型検査および交差適合試験について説明できる。 

  17．HLAの多型について検査法を含めて説明できる。 

  18．DNA多型の法医学的意義について説明できる。 

 

Ⅲ 教育内容 

  1. 講義項目と担当者 

   Ｖ期  

     1. 死と死後経過時間 

     2. 損傷と死因 

     3. 窒息 

     4. 中毒 

     5. 交通事故損傷 

 

 

M-03-03-L 

 



 

   Ⅵ期 

    6. 嬰児の異状死 

        7. 異常環境による死 

        8. 内因性急死 

     9. 性に関する異常 

    10. 集団の中における個人識別 

 

Ⅳ 学習および教育方法 

  講義：スライド示説ならびに可能な限り、多くの司法解剖を見学させることにより、総合的把握理解に努め 

る。また、講義の中に血液型判定等のdemonstrationを取り入れる。 

 

Ⅴ 評価の方法 

  2／3以上の時間数講義に出席した者のみを評価の対象とする。 

  試験、レポートなど評価事項のいずれも全学的な合格基準に基づいた点数以上を獲得した者を合格とする。 

   

 

Ⅵ 推薦する図書 

 ○ 近藤稔和・木下博之 編：死体検案ハンドブック（金芳堂） 

 ○ 高津光洋：検死ハンドブック（南山堂） 

 ○ 池田典昭・木下博之 編：標準法医学（医学書院） 

 ○ Saukko/Knight : Knight's Forensic Pathology  (Arnold)  

 

Ⅶ オフィスアワー 

   法医学  水曜日 １７：００～１８：００ 

         【連絡方法】kondot★wakayama-med.ac.jp（担当：近藤）   

           【実施場所】研究棟８階 法医学教室            
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№ 月日 曜日時限 項　　　　　目 担当教室 担当

1 R6.3.21 (木) 1 総論・死体現象１ 法医学 近藤

2 R6.3.21 (木) 2 総論・死体現象２ 法医学 近藤

3 R6.3.21 (木) 3 総論・死体現象３ 法医学 近藤

4 R6.3.26 (火) 1 生活反応・損傷論１ 法医学 近藤

5 R6.3.26 (火) 2 生活反応・損傷論2 法医学 近藤

6 R6.3.26 (火) 3 生活反応・損傷論3 法医学 近藤

7 R6.4.2 (火) 1 窒息1 法医学 近藤

8 R6.4.2 (火) 2 窒息2 法医学 近藤

9 R6.4.2 (火) 3 窒息3 法医学 近藤

10 R6.4.9 (火) 1 頭部外傷・交通事故1 法医学 近藤

11 R6.4.9 (火) 2 頭部外傷・交通事故2 法医学 近藤

12 R6.4.9 (火) 3 頭部外傷・交通事故3 法医学 近藤

13 R6.4.16 (火) 1 溺死1 法医学 近藤

14 R6.4.16 (火) 2 溺死2 法医学 近藤

15 R6.4.16 (火) 3 溺死3 法医学 近藤

16 R6.4.23 (火) 1 死因論1 法医学 近藤

17 R6.4.23 (火) 2 死因論2 法医学 近藤

18 R6.4.23 (火) 3 死後画像 法医学 近藤

19 R6.5.14 (火) 1 中毒・アルコール1 法医学 近藤

20 R6.5.14 (火) 2 中毒・アルコール2 法医学 近藤

21 R6.5.14 (火) 3 中毒・アルコール3 法医学 近藤

22 R6.5.21 (火) 1 嬰児殺・児童虐待1 法医学 近藤

23 R6.5.21 (火) 2 嬰児殺・児童虐待2 法医学 近藤

24 R6.5.21 (火) 3 嬰児殺・児童虐待3 法医学 近藤

講　義　日　程　表



№ 月日 曜日時限 項　　　　　目 担当教室 担当

25 R6.5.28 (火) 1 異常環境・性の法医学1 法医学 近藤

26 R6.5.28 (火) 2 異常環境・性の法医学2 法医学 近藤

27 R6.5.28 (火) 3 異常環境・性の法医学3 法医学 近藤

28 R6.6.4 (火) 1 内因性急死・医療関連死1 法医学 近藤

29 R6.6.4 (火) 2 内因性急死・医療関連死2 法医学 近藤

30 R6.6.4 (火) 3 内因性急死・医療関連死3 法医学 近藤

31 R6.6.11 (火) 1 個人識別・血液型1 法医学 近藤

32 R6.6.11 (火) 2 個人識別・血液型2 法医学 近藤

33 R6.6.11 (火) 3 個人識別・血液型3 法医学 近藤

34 R6.6.18 (火) 1 予備日（質問コーナー） 法医学 近藤

35 R6.6.18 (火) 2 予備日（質問コーナー） 法医学 近藤

36 R6.6.18 (火) 3 予備日（質問コーナー） 法医学 近藤

37 R6.6.20 (木) 1 試験 法医学 近藤

38 R6.6.20 (木) 2 試験 法医学 近藤

39 R6.6.20 (木) 3 試験 法医学 近藤


